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聖餐の意味（Ⅰコリント11:23-26）
　
私たちにいろいろなことがあるでしょうけれども、今、聖歌隊の賛美を聞きながらも、賛美の実力があるからではなくて、人々を見ながら心から感謝しました。皆さん、ひとりひとりがここに来て礼拝をささげ、神様のメッセージに耳を傾けて、また賛美をささげ奉仕ができるというのは奇跡です。問題は、それをひとりひとり本人がそのような自覚を持っているかどうかの問題だと思います。それさえも神様は、良いことを始められた方がキリストの日までそれを成し遂げられるわけなので、皆さんひとりひとりにそのことを悟らせることを信じています。それさえしっかり分かっていれば、皆さんの現場に戻ったときに、そこで人々を本当の意味で助けることができるようになります。どんなに弱い方であっても構いません。つい現場で私たちが勝利するのは何かの条件や環境に関わっていると思いますけれども、これからクリスチャンの私たちはそう思っていてはいけません。全くそうではありません。皆さんで十分なのです。皆さんはそのために召された方です。召された方には、間違いも後悔もありません。条件と環境の問題ではなくて、皆さん自分自身がキリスト、イエスにあって、よその人々と、世の中の人々と、そこら中の人々と根本から違う存在だという自覚によって感謝とともに、だから、彼らと私は目標も違うし生きる理由が根本から違う存在だという意識と自覚がないからなのです。それさえ回復するようになれば、皆さんはどんな条件でも、どんな環境の中でも、どんな弱さを抱えていても必ず勝利するようになります。そのことをすべてご存知の上で私たちに与えられたのが聖餐です。聖餐の意味の中には、そのような意味があるということを意識して、聖餐の告白のたびにその部分がどんどん回復していく皆さんであっていただきたいと思います。
先週も聖餐の意味を私たちは教えられました。何だったでしょうか。聖餐の中にどんなメッセージがあるのでしょうか。パンを食べて杯を飲む、それが何を意味するのでしょうか。まず、イエス様の十字架と復活は、その中にあるもので欠かせないものです。それをベースにするものです。結局、聖餐の第一のメッセージは何かというと、この聖餐に預かる自分は条件、環境などと関係なく、祝福の者だという宣言です。揺らぎない宣言です。私は幸いな者だ。祝福の存在だ。もうこれ以上、幸せのために暴れたり、幸せを求めて尽力したりする人生、テーマは終わった存在です。すでに永遠に幸せです。なぜそう言えるのでしょうか。イエス様の十字架と復活をベースにして、それだけを根拠にします。そうすると、すべてを完了したことなので、こちらからは自分を整えて準備して磨くなどはいりません。自分を変えることもいりません。ただ義人は信仰によって生きる。このイエス・キリストを信じるだけです。やるべきことは何一つありません。信じる者の内側に御子イエス・キリストが入って来られます。聖餐を通してこの完璧なすべてを完了した、その救いの祝福が理論ではなくて聖書にあるものではなくて教会の牧師が語る者ではなくて、自分自身に届いて自分のものであり、しかも自分の内側に入って来て自分の血と肉と自分の人生そのものになった。イエス・キリストと十字架で死なれて血を流されてよみがえられて生きていらっしゃるそのキリスト、イエスと私が一つになった。これが聖餐です。信じることです。私の内側に救いが、キリストが、神様が聖霊を通して、だから、今、植民地の支配の中にいても、癌にかかっていたとしても、貧乏な状態であっても、戦争の中に巻き込まれていたとしても、私はゆるぎない告白をします。私は幸せな者です。私は祝福の存在です。クリスチャンにこの確信と自信、プライドが無いから現場で負けるだけであって、現場の状況、環境が険しいからではありません。全部、そのような刻印を修正しないといけません。それはあなたがたは知らなくてもよい。私は頭が悪いから。それはあなたがたは知らなくてもよい。私は家庭環境が厳しいから。それはあなたがたは知らなくてもよい。あなたがたは幸いな者だ。すべての問題はもう終わった。問題の解決のためにもがく人生はもう終わりにしようではないか。すべてをいただいている者だ。何かをもらうために拝みお願いするようなそこら中の人類とは違うのではないか。しかもこの祝福は永遠に変わらないし、永遠に色あせることはない。永遠にずっと続く祝福だ。私は幸せな者です。私は幸いな者です。刑務所の中にいながらも、死の谷の影を歩きながらも私は幸いな者です。これが聖餐です。これを見逃してはいけません。忘れてはいけません。皆さんの幸せは何によって左右されているのでしょうか。何が幸せなのでしょうか。何が不幸でしょうか。六本木ヒルズも下より上の方が階級、ランクが上だそうです。下の者は必死に頑張って上に上がろうと頑張っているみたいです。そうすると、ステータスも変わるし、幸せを感じるかもしれません。幸せは自分で感じるから幸せではありません。そんなたやすいものではありません。六本木ヒルズの最上階に住んでいると幸せでしょうか。何が幸せでしょうか。１Kの小さな部屋に住んでいるから不幸なのでしょうか。心の貧しいものは幸いです。天の御国がその人のものだから。誰も私たちの内側に聖餐を通して与えられたキリスト、イエスによる天の御国、これを奪うことはできません。だから、それによって私は幸せです。他の何かによって幸せ、不幸を行き来するような人生はもう終わりです。そうならないと求めるもの、探すもの、追求するものが変わりません。それが信者の負けの理由です。これがまず聖餐です。聖餐の告白をするたびに皆さんは、嫌なことがあって、またがっかりしたり心が暗くなっていたその時でもそれが全部消え去って、私は幸いな者だ。そうなるようにしましょう。

そうすることによって聖餐にあるもう一つのメッセージが、裏返しますとやっとこの世がどういうところなのかが見えてくるようになります。この世を見る目が変わります。それが聖餐の意味です。でも、なぜ変わらないかと言いますと、私は本当に祝福の者、幸いな者なのだとなっていないからです。いまだに問題の解決に気が捕らわれて、幸せを求めて気が捕らわれているから、見るべきものを正しく見ることができないのです。引っかかるものがあまりにも多いのです。課題とテーマがあまりにも多いのです。子どもも課題、旦那さんも奥さんも課題、会社も課題、体も健康も課題。課題が多すぎるのです。それはあなたがたは知らなくてもよい。その時に目が変わります。なるほど、六本木ヒルズかビル・ゲイツか、あるいは今、戦争に巻き込まれている人なのか、麻薬をやっている人なのか、それを逮捕するために頑張る警察なのか、そのような外見と上下関係なく、キリストのないこの世、世界は、まったく希望のないところなのだな。キリストのないこの世は、上下階級、ランク関係なく、絶望のところなのだということが見えてくるのです。それが聖餐の意味です。聖餐の告白のたびに、その目が開かれることを祈りたいと思います。外見がどうであれ、その人が真面目なのか善良な人なのか悪ふざけなのか関係ありません。キリストのないこの世は希望がありません。エペソ2：1に書いてあるように、根本的に自分の罪と罪過の中に死んでいるところであり、その結果、残念ながらエペソ2：3に書いてあるように、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして、運命を抱えて滅びの人生を生きる存在です。その中である人は頑張って何かをかぶったり、ある人はぐじゃぐじゃになって刑務所に入っただけであって、根本的に何も違いはありません。それが正しく見えてくること、そのように見えるようになることを聖餐と言います。聖餐の告白をしながら、ずっとこの目が開かれなければなりません。根本的にそのような運命に捕らわれているので、仕方がなくエペソ2：2に書いてあるように、生きることがすべて神様とは全く関係ない、本当のいのちと幸せとは関係ない、世の流れに従って生きるしかありません。何を食べるか何を飲むか自分を中心にして肉体的なことばかりで、人間的な成功ばかり目指して、結局、人生に根本的に何も役に立たないものをテーマにして、しかもそれに熱中することによってまことの神様に会うことをいつも邪魔され、その裏では悪魔、サタン、空中の権威を持つものが糸を引いているのです。そのような人生を歩いていて、そのようなところがこの世というところです。世の中の人々です。しかもそれに終わらずに、本当の子和えが見当たらないまま、見つけられないまま勘違いばかりしているところだということが見えてきます。勘違いばかりです。一生懸命、努力すれば幸せになるだろう。何か良い人生になるだろうという勘違い。それだらけです。みな教えている内容がそれなのです。皆さんは、あまり頑張った記憶がないかもしれませんが、一生懸命、頑張るから、努力するから、まじめにやるからといって幸せになりますか。どうですか。みな勘違いの中にいるのです。勘違いなのかも知りません。なぜなら裏で誰かが操っているので、単に理性でああだ、こうだとすぐわかるような内容ではありません。何かによってかぶせられているので。それがいいものであればいいのでしょうが。花粉症がひどくて、昨日、勧士さんに会ったとき、良い薬が出ていると聞きました。何かのスプレーを顔面にすると花粉やいろいろな物がカットされ、目に見えないのですが入ってこないようです。努力すればどうにかなる、必ず報われるという勘違いは目に見えないけれどもかぶせられているからです。本当の真実が、それによって入って来ません。それが嘘なのかどうかも皆気づきません。歴史が、個人の人生が証明しているのにもかかわらず、証明書を差し出しても信じません。霊的なことなので。それがキリストのない世というところです。
それから、昔と比べるとだいぶ変わってきて進歩し発展している。それを進化論と言いますが、それゆえ今いろいろあるけれども、これからも発展していくだろう。そうすると、昔と比べて今このように発展したのでこれからどんどん発展していくとよりよい社会、より良い世界、人生になるだろうと、みな漠然と期待しているのです。発展そのものに希望を託すのです。勘違いです。発展するから世界が変わり人生が変わるのでしょうか。全くの勘違いです。昨日の池上彰という人の番組を見ました。東西冷戦時代がありましたが、今の若者は言葉もよく分からない。それが今の世界を作ったことなので、言葉だけでも理解してほしいという内容でした。東西冷戦時代にいろいろなことがあった。世界大戦は終わったのですが、目に見えない戦争がずっと続いていて、その冷戦時代が終わるきっかけがあって終わった。その時に皆がこれからは世界は平和になるだろうと思ったそうです。それで平和になったのでしょうか。冷戦時代が終わることによって、今までは悪くてもバランスが保たれていたのが、バランスが崩れることによってあちこちから民族紛争やテロが絶えない状態になってしまったと話していました。何をどうすれば平和になるのでしょうか。ありません。地球が終わるときまでありません。聖書にはそれが書いてあります。それなのに世の中は何かが変わればこうなるだろうという勘違いだらけです。発展すればよくなるだろうと。また個人的には世界共通なのですが、良心的に善良な人として嘘をつかずにまじめに生きて行けば必ず誰かが見てくれる。報われると言います。嘘ばかりです。もし本当のことが分かれば、善良な人よりは詐欺師の方がやりやすいかもしれません。どちらでもダメだったから。勘違いです。別に悪い人間になりなさいという意味ではありませんが、もっと吟味して言いますと、何が悪い人間、何が良い人間でしょうか。優しい人間は良い人間ですか。冷たい人間は悪い人間でしょうか。キリストのない人生、世界は、すべて希望がありません。それにもかかわらず、どこか良い行いに希望があるかのように親も教え、学校も教えているのです。だから、皆精神的におかしくなるのです。良い人間にならなきゃ。でもその能力がない。カットラインは決めておいてそこに至らないから、皆プレッシャーを受けて圧迫されています。何かの基準というものは、社会を維持するために仕方がないでしょうが、人間本来、善良な基準を守る能力がありません。大きな岩を作って、そこに生卵を投げて岩を壊しましょう。100年ぐらい投げ続ければ壊れるでしょうか。分かりませんが、200年ぐらい投げれば少しひびが入るとしましょう。でも、5年ぐらい投げると皆疲れてしまうのです。すべて疲れて重荷を負っている人は…になってしまうのです。長く続けられる力もありません。それなのに皆勘違いしているのです。
それから、本当の幸せが分からないので、自分が中心です。神様に幸せがあることを知らずに。だから、自分の願い、それがいいか悪いかは別にして、それを叶えてもらうために何かに拝みお願いすることばかりします。そうすれば叶えられるだろうと。それを偶像と言います。キリストのない世界は、この勘違いの中を生きているのです。何か効き目がありそうなものに一生懸命、拝んでお願いすればどうにか叶えられるという勘違いばかりです。愚かなことです。人間はそんな存在でしょうか。それがこの世です。それが聖餐の正しい告白です。自分は本当に条件、環境と関係なく幸いな者だと真心から宣言で来たときに、信仰によって宣言で来たときにこの目が開かれます。何がうらやましいでしょうか。何を妬むのでしょうか。クリスチャンには、それは悔しいことです。自分を見失っていることではないでしょうか。ですから、この世の中を見ながら、このように心から叫ぶようになります。なるほど。だからキリスト、福音が与えられているのだな。この世というところは、時代と民族と場所と人と関係なく福音が必要なところではなくて、福音が絶対に必要なところなのだ。福音の他には希望がないところだという目が開かれます。そして、それをひとつひとつ確認して行くようになります。私は聖書を通してまずそれを確認しました。歴史を見ながらそれを確認しました。先ほども少しお話しましたが、また自分の人生を振り返ってそれはそう言わざるをえません。福音のキリストの他には、家族も優しい人間も社会も学校も教科書も私には希望になりません。キリストしかありませんでした。この目が開かれていないので、いまだに誰かのせい、これが無いからあるから、こうしてくれるから、こうしてくれないからなどにずっと捕らわれていて、本当に目標が変わりません。その捕らわれているものをクリアすることは死ぬ時までの課題、テーマです。だから、現場で負けてしまうのです。負けるはずのないクリスチャンが。聖餐の告白は、この世を見る目が変わります。なるほど。単にお話を聞いて、「ああ福音が必要ですよ」ではなく、自分の目に見えるのです。うらやましい人は一人もいません。そのうらやましいというのは別の次元で、例えば、人間的にものすごくダメのように見えるのですが、髪の毛がボサボサの人間を見ると私はうらやましいなと思います。物理的な次元で、それは人生そのものがうらやましいということではありません。そういう意味で、うらやましいことはありません。あってはいけません。幸せではないでしょうか。福音が絶対に必要です。

そのときに神の声が聞こえてきます。幻聴みたいなものではなく心に聞こえてきます。この世にはキリストの福音の他には希望がない。そうならばこの世にキリストの福音が伝えられなければいけない。それを天命と言います。聖餐の告白は、やるたびに天命を聞いて、天命をずっと確認することです。ここまで聖餐の意味を味わうようになれば、聖餐の告白の一番大切なメッセージです。ここまでが本当であれば、聖餐の告白の最後のメッセージは、自分の存在の理由を改めて告白することです。ここまで本当であれば、私はイエスの証人、キリストの証し人としてこの世に存在し、そのために生まれてきた者なのだ。イエスの証人というのは、何かの働きのひとつではなくて、自分の存在そのもの、理由です。これが聖餐の告白です。聖餐を告白し味わうたびに、なるほど、私はイエスの証人として存在する。生まれてきた理由がそれだ。それから、すべてが全部合わさってその理由がイエスの証しのためなのだ。過去、私にいろいろな辛い経験、家族の問題、病などがありました。それもイエスの証しのために存在するものなのです。全部がひとつにまとまるようになる、これが聖餐の告白です。現場で負ける理由は、現場が厳しいからではありません。そこにいるクリスチャン自分自身が、この生きる理由がはっきりしていないからです。時代がどう変わろうが、環境がどう変わろうが、自分が貧しいか富んでいるか関係なく、私の存在の理由は福音宣教、イエスの証人です。イエス様が、最後に弟子たちにおっしゃったでしょう。このイエスの死を、イエス様が再び来られるまで宣べ伝えること、このお証しをすることなのだ。それしか希望が無いから。天命が聞こえてきて、この地球のテーマがキリスト。これが天命です。それが自分のものだと、自分自身がそのために生きているという自覚を持つようになったことを召命と言います。世の中にはキリストが必要なのだね。教会はそういうことをやるだろう。それは召命ではありません。なるほど。だから、その天命のために私が生きているのだねと思うことが召命です。
今週、レムナント大会のスタッフの修練会があって、メッセージをしてほしいということで行きました。短い時間で細かくは言えませんでしたが、こういうことを言いました。スタッフの皆さんのおかげで大会が成り立って、皆が感謝しないといけないと思います。それと同時に、皆さんはこのレムナント大会に奉仕する立場に今経っているということを感動して、感激をもって感謝しないといけない。なぜなら、このレムナント大会は、神の天命を全うするための内容なのです。その価値が分かれば、これに携わること自体が祝福なのです。最後のお話ですがそれが献身です。皆さんが献金をしたり、奉仕をしたりすると、それによって助かるいろいろなことがあります。しかし、皆さんは、それに携わること自体を感謝しなければなりません。今、自分のために頑張る人、あるいは暗いところで悪のために入っているものがいる中で天命のために教会で奉仕をしたり、教師をしたり、賛美をしたり、伝道したり、献金をささげたりが、この天命のための内容であればそれ自体がもう感謝なのです。それで何かの報酬や報いを期待しながらやるということは献身ではありません。神様は与えられるでしょうが、私が気にしてはいけません。とにかく、私はこのために生きるのだ。これが人生の理由であり目標です。つまり、地球上の人類、いろいろな人種がいますが皆同じです。生きる理由は皆同じです。肉のことのために自分のために生きます。何を食べるか飲むか着るかのために生きるのです。その中で唯一私だけは、新種の人間です。これが聖餐の告白です。新種です。魚も旬主を発見できたら大騒ぎです。私は新種の人間です。唯一、私だけはイエスの証人、神の国という目標のために生きる者です。これが聖餐の告白です。足りない者でも弱さを抱えていても社会的にいろいろな事情があり、階級もいろいろあるでしょうが構わず、私は地球の、人類のすべての人間と違う目標と理由のために生きる唯一の人種である。これが聖餐の告白です。言葉は同じ言葉、同じ飯を食っているかもしれませんが、私は新しい人種なのだが、聖餐の告白です。イエスの血とイエスの体によって私は作り変えられた。

ですから、当然、祈りを決断します。これが聖餐の告白です。祈りを決断するのは、イエス様がおっしゃったように世界中の宗教、人々が祈って求めているもの、それを私は求めないことに決心します。何を食べるか飲むか着るか、自分の子どもがうまくいくこと、旦那さんが出世することなど、皆が願っています。こっちの宗教、あっちの宗教に行っても、皆が願っています。それを私も一緒に願うというのは、もう今日で終わりです。私は違う人種なのです。そういうことは求めません。それは祈りではありません。イエス様が教えてくださったとおりに、主の祈りに従って祈ります。主の祈りは何でしょうか。そういうことは祈らずに、神の国と神の義だけをこれからは祈りの課題にすると決断することです。自分の成功のために祈る。家族の平和のために祈る。皆が祈っているのです。なぜ私も祈るのでしょうか。ハンナも祈りました。子どもをください。皆が祈っています。おまえまでもがそれを祈るのか。新種です。決断しましょう。もちろん病気の時にあまりにも痛いから治してくださいと祈るかもしれません。でも、次元が違います。深い祈りのある者は、治してくださいとも祈らないと思います。そこにある神の国と神の義は何なのか。祈りが変わらないから現場で負けるのです。皆さんは、何を祈っているのでしょうか。うちの子どものために…、神社に行って祈りの課題を見ると、クリスチャンの祈りの課題と何も変わりません。相手がイエス様で、相手が神社の違いだけです。だから、それではクリスチャンが勝てるはずがありません。今日死んだとしても私は神の国と神の義を求める。今日何も食べるものがなくても神の国と神の義を求める。これが聖餐の告白です。なぜなら自分は幸いな者で、イエスが私のために血を流されて体を引き裂かれ新しく作り変えられた新種なので、それから、この世に何が必要なのか天命を聞いた者であれば祈りを決断します。主の祈りは今までの祈りを止めなさいという内容です。クリスチャンの今の私たちに神様が望んでいらっしゃるのは、今祈っている内容を全部止めなさいということです。祈りではありません。
それから、最後に先ほども申し上げたように、まことの献身を決断をします。価値を発見したので。献身というのは、天命の価値が分かったので、いやいや無理やりではなく感謝と感激をもって、ときにはその天命のために打たれることも感謝したのです。その価値が分かったので、動機もありません。動機は何でしょうか。このように献身すれば報われるだろうということはありません。ギブ&テイクではありません。献身というものは。金持ちになっても鳴らなくても私には関係ない。成功してもしなくても関係ありません。健康でも病気でも実は関係ありません。私は幸いです。神の国と神の義だけに集中して求めていきます。構いません。それなのに神様が与えられたら与えられたものを全部、神の国と神の義の方向に持って行くようにすれば結構なのです。それを献身と言います。けれども、ギブ&テイクなので、神様が与えられると皆迷って混乱してしまいます。元々、それに対してどうなってもいいとならなければいけません。お金もなくてもいい。でも与えられるときに、神の国ために与えられたのだなと単純になります。それが献身です。献身すること自体が感謝なのです。どうやってミミズよりも落ちるような私のような人間が、神の栄光、天命のために携わることができたのだろうか。感謝しながら。そういう人の水一杯でも報いがあります。報いがあるからやるものではありません。それほど価値ある者だということです。なくても構いません。自分の思いどおりにならないと皆つまずいてしまいます。そういうことは聖餐の告白の第一のメッセージでクリアしないといけません。どうなっても私は幸いなのです。求めるものはそうではありません。誰かが優しくしてくれるかどうかは構わないことです。そうしてくれれば、それを持って伝道の方に。才能などあってもなくてもいいのですが、上の地位に上がっても上がらなくても関係ありません。幸せです。でも、もし上の地位にあれば、その地位をもって福音宣教、才能をもって福音宣教、お金をもって福音宣教、これが献身です。これが聖餐の告白です。生きる理由、目標です。
皆さん、聖餐の告白をするたびに、不信仰、つまり、自分は幸いな者で自分の生きる理由は福音宣教だと告白するのに引っかかるもの、邪魔になる者などは全部取り除くようにしてください。実はそれはだましごとです。実は存在しません。まず皆さん、この目標をもってキリストのない皆さんの周辺から見て、皆さんの胸に抱いてください。家族を始め、神の天命をもって具体的に。いるでしょう。無人島でずっと30年間暮らし、ある日ここに来たのでしょうか。それを天命をもって聖餐の告白のたびに胸に抱くようにしましょう。

それから、神の国だけを動機にして他の動機は全部つまずきの材料なので捨てましょう。貧乏でもいいじゃないでしょうか。金持ちでもいいじゃないでしょうか。どっちでも福音宣教に向かって全部持って行くものだからです。それが聖餐の告白です。皆さんにこの信仰の回復によって、現場の暗やみが砕かれて現場で人を助ける神のみわざを見るようになります。皆さんは、奇跡の人間であり、新しい新種であることを聖餐のたびに覚えていただきたいと思います。

 (祈り)

恵み深い天の父なる神様。私たちに聖餐の祝福を与えてくださり、ありがとうございます。聖餐の意味を理解し、告白のたびに自分自身を取り戻し、人生の理由と目標をしっかりと改めて暗やみの力が砕かれる祈りの主人公になれるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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